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経済学の分析手法に変革迫る
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東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
が
過
ぎ
､
震
災
復
興
に

貢
献
し
て
い
る
N
P
O
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
存

在
感
が
増
し
て
い
る
｡
非
営
利
の
組
織
や
団
体
を
分

析
対
象
か
ら
除
外
し
て
き
た
経
済
学
の
世
界
で
も
､

見
直
し
の
機
運
が
生
ま
れ
て
き
た
｡

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
の
岡
部
光
明
著
『
人
間

性
と
経
済
学
』
　
(
日
本
評
論
社
)
は
日
銀
出
身
の
著

者
が
学
界
に
転
じ
た
後
､
2
 
0
年
以
上
､
積
み
重
ね
て

き
た
思
索
の
集
大
成
と
い
え
る
書
だ
｡
｢
主
流
派
経

済
学
｣
が
現
在
の
地
位
を
築
い
て
き
た
経
緯
を
､
厳

し
い
視
点
で
検
証
し
て
い
る
｡
岡
部
氏
に
よ
る
と
､

主
流
派
経
済
学
が
発
展
し
て
き
た
の
は
｢
理
論
の
精

緻
化
･
体
系
化
｣
に
成
功
し
た
た
め
だ
｡
数
学
を
活

用
す
る
分
析
手
法
を
生
み
出
し
､
研
究
の
方
法
論
が

確
立
し
て
い
る
各
種
の
自
然
科
学
と
同
様
に
､
科
学

の
一
分
野
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

主
流
派
の
経
済
学
者
は
､
市
場
と
政
府
の
2
部
門

で
理
論
モ
デ
ル
を
組
み
立
て
る
も
の
の
､
個
人
は
利

己
的
･
合
理
的
に
行
動
す
る
と
い
う
発
想
が
根
底
に

あ
り
､
結
局
は
市
場
の
働
き
を
万
能
と
み
る
分
析
に

な
り
が
ち
だ
と
い
う
｡
岡
部
氏
は
2
部
門
モ
デ
ル
で

は
経
済
の
現
実
を
と
ら
え
き
れ
な
い
と
み
て
､
市
場

と
政
府
に
､
N
P
O
に
代
表
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
加
え
た
3
部
門
モ
デ
ル
を
提
唱
す
る
｡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
は
､
｢
人
間
が
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
､
連
帯
感
が
生
ま
れ
て
い
る
集
団
｣
を
指

す
｡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
分
析
対
象
に
加
え
れ
ば
､

人
間
の
｢
利
他
性
｣
や
｢
非
合
理
性
｣
も
視
野
に
入

り
､
人
間
の
絆
､
幸
福
の
追
求
と
い
っ
た
テ
ー
マ
も

分
析
の
対
象
と
な
る
と
主
張
す
る
｡

一
方
､
｢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
経
済
学
に
と
っ
て

異
物
で
あ
り
対
立
概
念
｣
　
(
2
0
1
5
年
の
日
本
経

済
学
会
で
の
岩
本
康
志
･
東
大
教
授
の
発
言
)
と
の

見
方
は
根
強
く
､
主
流
派
の
壁
は
厚
い
｡
経
済
学
者

の
宇
沢
弘
文
民
と
､
生
命
科
学
者
の
渡
辺
格
氏
に
よ

る
4
0
年
前
の
対
談
に
解
説
を
加
え
て
再
刊
行
し
た

『
生
命
･
人
間
･
経
済
学
』
　
(
日
本
経
済
新
聞
出
版

社
)
の
中
で
､
宇
沢
氏
は
新
古
典
派
と
呼
ば
れ
る
主

流
派
経
済
学
の
現
状
に
触
れ
､
｢
生
産
関
係
と
か
環

境
､
あ
る
い
は
政
治
的
な
制
度
と
は
全
く
無
関
係
に

経
済
的
な
法
則
が
働
い
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
｣
｢
現

実
の
経
済
を
､
正
確
に
は
記
述
し
て
な
い
し
､
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
分
析
し
て
い
な
い
｣
と
厳
し
く
批
判
し
て

い
る
｡
4
0
年
前
の
発
言
が
い
さ
さ
か
も
古
び
て
い
な

い
と
こ
ろ
に
､
経
済
学
が
抱
え
る
問
題
の
根
の
深
さ

が
表
れ
て
い
る
｡

(
編
集
委
員
　
前
田
裕
之
)


